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東秩父の今とこれからを、あなたと一緒に考える情報誌

2024年・冬号

第24号第24号
東ちちぶ東ちちぶ村議会村議会 だよりだより

東秩父村議会HP

会議録検索表 紙 写 真 令和５年度の表紙写真は東秩父村にあるさまざまな文化財を紹介していきます。　

　　　　　 今号は竹
たかなわ

縄です。

村指定 無形民俗文化財　竹
た か な わ

縄製作技術　竹
たかなわ

縄技術保存会の皆さんの指導のもと、中学１年生が体験学習

県指定 有形民俗文化財　竹
たかなわ

縄製作用具と製品及び工程図　(ふるさと文化伝習館収蔵)

工程① ヘギ

工程③ ナワブチ

↓ヨリカケ機

工程② ヨリ

工程④ コスリ

製品

ウスバ↓

カマ→

クモデ↑

コスリ↑

第５回
定例会
（12月）



2村議会だより東ちちぶ 第24号（令和５年12月定例会）

お知らせします 審議した議案と議員の賛否
上程された議案・概要・結果

○：賛成  ×：反対  欠：欠席

質
疑
数

結  

果

栗
島
廣
行

鷹
野 

明

百
瀬
浩
子

野
口
勝
則

田
中
秀
雄

高
野
貞
宜

渡
邉　

均

松
澤
公
一

条 例 の

制定・改正

犯罪被害者等支援条例制定 11 可決 ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○

公共浄化槽の整備及び管理に関する条例制定 7 可決 ○ ○ ※ ○ ○ 欠 ○ ○

こども医療費支給に関する条例の一部改正 4 可決 ○ ○ ※ ○ ○ 欠 ○ ○

重度心身障害者医療費支給に関する条例の一部改正 3 可決 ○ ○ ※ ○ ○ 欠 ○ ○

ひとり親家庭等の医療費の支給に関する条例の一部改正 0 可決 ○ ○ ※ ○ ○ 欠 ○ ○

国民健康保険税条例の一部改正 1 可決 ○ ○ ※ ○ ○ 欠 ○ ○

職員の給与に関する条例の一部改正 0 可決 ○ ○ ※ ○ ○ 欠 ○ ○

村長等の給与等に関する条例の一部改正 4 可決 × ○ ※ ○ ○ 欠 ○ ○

行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の
利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個
人情報の提供に関する条例の一部改正

0 可決 ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度
補 正 予 算

一般会計補正予算（第４号） 3 可決 ○ ○ ※ ○ ○ 欠 ○ ○

国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 0 可決 ○ ○ ※ ○ ○ 欠 ○ ○

合併処理浄化槽設置管理事業会計補正予算（第３号） 0 可決 ○ ○ ※ ○ ○ 欠 ○ ○

そ の 他 村道路線の変更 0 可決 ○ ○ ※ ○ ○ 欠 ○ ○

発 議
議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部
改正

0 可決 × ○ ※ ○ ○ 欠 ○ ○

請 願

コミュニティ機能を併設する新庁舎建設事業について、現
コミュニティセンター利用者（団体）や周辺住民等との事
前の調整・協議不足、計画を実施する上での責任者不在、
ワークショップ開催における問題点等を踏まえ、東秩父村
の取組み方を含めた早急な見直しの要求に関する請願

2 採択 ○ ○ ※ ○ ○ × ○ ×

[※]議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。 賛否同数の場合のみ、「議長裁決」として表明します(「裁」と記載)。

住
民
と
職
員
の

　
　

声
の
ゆ
く
え
は

12月
定例会第５回定例会の主な内容（会期：12月５日〜21日）

　村長提出議案13件（条例制定２件、条例の一部改正７件、補正

予算３件、道路変更１件）、発議１件、請願１件について審議・審査

しました。

　一般質問は３名が登壇。

　会期中、総務産業常任委員会は付託された請願について審査し、

本会議にて委員会審査報告が行われ、採決により請願は採択と決ま

りました。文教厚生常任委員会は、現在調査中の事項について閉会

中の継続審査を申し出ました。



3 村議会だより東ちちぶ 第24号（令和6年２月１日発行）

次
の
ペ
ー
ジ
は
「
村
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い
」
３
名
の
議
員
が
一
般
質
問

議
案
第
56
号　

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条

例
制
定

問

所
管
課
は
ど
こ
で
、
ど
う
い
っ
た
体
制

で
臨
む
の
か
。

答

所
管
は
総
務
課
で
、
課
長
と
交
通
安
全
・

犯
罪
被
害
者
担
当
の
職
員
、
と
い
う
体
制
で

す
。

問

早
急
な
人
材
の
育
成
が
必
要
。
令
和
６

年
１
月
１
日
の
施
行
と
同
時
に
配
置
は
で
き

る
の
か
。

答

研
修
等
に
も
入
っ
て
い
ま
す
が
、
す
ぐ

の
対
応
は
難
し
く
、
４
月
以
降
も
研
修
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

問

犯
罪
被
害
で
死
亡
し
た
方
の
遺
族
に
30

万
円
、
傷
害
を
受
け
た
被
害
者
に
10
万
円
と

い
う
見
舞
金
の
金
額
設
定
の
根
拠
は
。

答

秩
父
郡
市
や
比
企
郡
市
の
自
治
体
の
条

例
を
参
考
に
設
定
し
ま
し
た
。

問

後
遺
症
な
ど
を
考
え
る
と
、
個
人
の
状

況
の
違
い
に
配
慮
が
必
要
で
は
。

答

お
金
を
出
し
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
そ

の
後
も
支
援
が
大
事
だ
と
考
え
ま
す
。

問

村
と
し
て
、
重
い
も
の
を
背
負
う
こ
と

の
責
任
感
は
。

答

村
と
し
て
い
ろ
い
ろ
と
協
議
し
ま
し
た
。

重
い
こ
と
は
承
知
の
上
で
、
全
力
で
支
援
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
案
第
57
号　

公
共
浄
化
槽
の
整
備
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
制
定

問

村
に
よ
る
整
備
の
対
象
と
な
る
﹁
転
換
﹂

に
つ
い
て
説
明
を
。

答

現
在
居
住
し
て
い
る
家
屋
（
別
荘
等
は

除
く
）
　

に
設
置
さ
れ
て
い
る
単
独
槽
や
汲
み

取
り
槽
を
合
併
処
理
浄
化
槽
に
入
れ
替
え
る

こ
と
を
言
い
ま
す
。
合
併
処
理
浄
化
槽
か
ら

の
入
れ
替
え
は
﹁
転
換
﹂
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

問

新
た
に
建
築
す
る
家
に
合
併
処
理
浄
化

槽
を
整
備
す
る
場
合
は
。

答

新
築
す
る
場
合
に
は
、
合
併
処
理
浄
化

槽
の
設
置
が
家
主
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
て
、

義
務
に
対
し
て
は
村
の
整
備
対
象
に
し
な
い

考
え
方
で
す
。

問

合
併
処
理
浄
化
槽
で
、
既
存
の
個
人
設

置
の
も
の
や
今
後
個
人
で
設
置
さ
れ
る
も
の

は
、
村
の
手
を
離
れ
る
こ
と
に
な
る
。
適
切

な
維
持
管
理
が
怠
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
と
思

う
が
水
質
管
理
上
ど
う
考
え
る
か
。

答

今
回
の
条
例
制
定
で
整
備
対
象
を
﹁
転

換
﹂
の
み
に
制
限
す
る
こ
と
に
は
庁
内
で
も

議
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
整
備
し

て
き
た
合
併
処
理
浄
化
槽
は
高
額
で
、
国
か

ら
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
と
は
い
え
、
村
の

負
担
も
大
き
い
も
の
で
し
た
。
最
近
、
処
理

能
力
が
同
等
と
ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
が
小
型

化
さ
れ
た
浄
化
槽
が
開
発
さ
れ
て
い
て
、
整

備
費
も
半
額
程
度
に
抑
え
ら
れ
、
こ
れ
で
あ

れ
ば
新
築
で
も
企
業
会
計
で
採
算
が
取
れ
る

の
で
は
な
い
か
等
、
様
々
な
側
面
か
ら
、
現

行
の
合
併
処
理
浄
化
槽
に
加
え
て
の
採
用
を

検
討
し
始
め
て
い
ま
す
。

問

初
期
投
資
と
い
う
部
分
で
は
小
型
で
安

価
に
な
る
と
し
て
も
、
個
人
で
の
維
持
管
理

に
つ
い
て
、
点
検
等
の
配
慮
を
願
い
た
い
が
。

答

個
人
設
置
の
浄
化
槽
は
個
人
管
理
が
基

本
で
す
が
、
村
に
管
理
し
て
ほ
し
い
と
い
う

声
が
あ
っ
た
場
合
、
村
に
帰
属
で
き
る
か
に

つ
い
て
、
近
隣
自
治
体
で
は
横
瀬
町
の
導
入

事
例
な
ど
を
参
考
に
、
今
後
、
審
議
会
で
も

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問

合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
整
備
事
業
が
始

ま
っ
て
20
年
が
経
つ
と
こ
ろ
で
、
耐
用
年
数

が
迫
っ
て
き
た
の
で
は
。

答

耐
用
年
数
は
32
年
で
す
。
当
初
整
備
し

た
も
の
が
令
和
17
年
度
に
耐
用
年
数
を
迎
え

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
村
が
整
備
し
て
き
た
浄

化
槽
の
修
繕
や
再
設
置
は
、
原
則
村
負
担
で

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

議
案
第
62
号　

令
和
５
年
度
東
秩
父
村

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

問

年
度
終
わ
り
の
補
正
予
算
で
も
な
い
の

に
繰
越
明
許
費
︵
あ
ら
か
じ
め
年
度
を
繰
り

越
す
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
予
算
︶
が
記
載

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
事
業
は
今
年
度

中
に
着
手
し
な
い
の
か
。︵
歳
出
予
算
は
年
度

内
使
用
が
原
則
︶

答

令
和
５
年
度
の
歳
入
に
な
る
こ
と
だ
け

は
確
か
で
す
が
そ
の
時
期
が
確
定
し
て
い
な
い
、

と
い
う
補
助
金
も
あ
り
、
完
了
見
込
み
が
６

年
度
の
事
業
に
つ
い
て
は
繰
越
明
許
と
し
ま
す
。

問

民
生
費
、
児
童
福
祉
施
設
費
の
、
管
外

保
育
業
務
委
託
料(

私
立
分)

１
０
６
万
７

０
０
０
円
に
対
す
る
歳
入
が
な
い
が
。

答

計
上
も
れ
と
思
わ
れ
る
の
で
、
３
月
補

正
予
算
で
計
上
し
ま
す
。

議
案
第
67
号　

村
長
等
の
給
与
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

問

人
事
院
勧
告
と
特
別
職
の
手
当
の
増
額

は
関
係
が
な
い
の
で
は
。
ま
た
過
去
に
遡
及

し
て
︵
さ
か
の
ぼ
っ
て
︶
の
増
額
は
し
な
く
て

も
い
い
の
で
は
。

答

特
別
職
の
給
与
改
定
は
、
一
般
職
の
国

家
公
務
員
に
準
じ
て
例
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

遡
及
は
国
の
政
策
で
あ
り
、
私
が
勝
手
に

や
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問

遡
及
を
取
り
や
め
る
考
え
は
な
い
か
。

答

私
は
給
与
を
30
％
カ
ッ
ト
し
て
い
ま
す
。

議
員
も
そ
の
よ
う
な
方
針
が
あ
っ
た
ら
ぜ
ひ

自
ら
襟
を
正
し
て
﹁
私
は
い
た
だ
き
ま
せ
ん
﹂

と
い
う
よ
う
な
態
度
で
還
元
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
と
思
い
ま
す
。

質
疑
応
答
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
（
抜
粋
・
要
約
）
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栗
くりしま

島廣
ひろゆき

行 議員

①マイナンバーカードと健康保険証の　
紐付けについて

・東秩父村でマイナンバーカードに保険証を紐付け
た人の人数と割合は

・マイナンバーカードを持っていない人の保険診療
はどうなるか

など

野
の ぐ ち

口勝
かつのり

則 議員

①新庁舎建設事業、及び職員の業務体制
等について

・庁舎建設に係る意見の集約、及び設計への反映に
ついて

・複合施設の課題等について　　　　　　　　など

鷹
た か の

野　明
あきら

 議員

①本村小中学校へのGIGAスクール構想
導入状況について

・導入状況について

・導入後の問題点・課題について

問 令和３年10月からマイナンバーカードが国

民健康保険証の代わりとして使用できるよう

になった。被保険者でマイナンバーカードに紐付け

した方の人数と割合は。

答 令和５年10月17日現在で国民健康保険被保

険者は704人中の355人です。約50％の方

が移行しました。

問 マイナンバーカードに紐付いていない健康保

険証が廃止になった場合、被保険者はどのよ

うにして医療機関での受診ができるのか。

答 医療機関で保険証が使えなくなったら、国の

考え方としては、「被保険者資格申立書」を

書いていただく、もしくは現行の保険証をご持参い

ただき医療機関の方でご判断いただく、とのことです。

問 国民健康保険証で受診する場合は多くは月１

回提示すれば済むところ、マイナンバーカー

ドの場合は受診毎に電子機器にセットし、顔認証を

受けなければならないが。

答 保険証でも、原則、各医療機関で毎回確認と

なっていますが、月初１回とするところも多

いようです。マイナンバーカードによる確認は毎回

必要ですので、持ち歩きの煩
はんざつ

雑さは感じます。

問 国保と社保で被保険者資格が変更になっても

マイナンバーカードは継続して保険証として

使えるが、手続上のタイムラグにより保険証として

使えない、というトラブルが起こったときの対処は。

答 現状、手続にかかる時間をゼロにすることは

できないので、医療機関で資格確認ができな

かった被保険者は「被保険者資格申立書」で対応し

ていただくことになります。

問 マイナンバーカードを所持しない、またカー

ドに保険証を紐付けしていない人には、本人

からの交付申請を待たずに、保険者から資格確認書

を交付することはできないか。

答 現行の保険証が廃止となる場合は、１回目に

ついては申請によらず、対象となる被保険者

全てに資格確認書を交付します。今後とも、国や厚

生労働省の方針等に注意を払い、適切に対応してい

きます。

利便性が損なわれない
ように対応します

主な
答弁

健康保険証はどうなるか 東
秩
父
村
の
様
々
な
課
題
等
に
つ
い
て
、
行
政
に
考
え
を
聞
く
の
が
一
般

質
問
。
議
員
は
政
策
提
言
も
含
め
て
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

持
ち
時
間
は
答
弁
も
含
め
て
60
分
で
す
。

こ
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、
議
員
本
人
が
一
般
質
問
の
一
部
を
抜
粋
し
て
執
筆
（
要
約
）
し
た
も
の

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
紙
面
の
都
合
に
よ
り
議
員
の
質
問
は
言
い
切
り
型
で
表
現
し
て
い
ま
す
。

村
政
の

こ
こ
が

聞
き
た
い

３
名
の
議
員
が

一
般
質
問

一般質問

栗島廣行栗島廣行議員議員

被保険者が被保険者が
困らない困らない
ようにように

デジタル田園都市国家構想交付金…デジタ
ルを活用して地域の課題解決等に取り組む
地方公共団体を支援する交付金。

ファクトチェック…情報の正確性・妥当性
を検証する行為。事実確認。



5 村議会だより東ちちぶ 第24号（令和6年２月１日発行）

次
の
ペ
ー
ジ
は　

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
「
請
願
第
１
号
」

問 村立図書館の、現コミュニティセンターから

新庁舎内への移設に伴う、利用者の意見集約

及び利用率向上へ向けた教育委員会の取組みは。

答 村の小中学生58名及び無作為抽出の16歳か

ら69歳までを対象に、計200名にアンケー

ト調査を実施しました。その結果を受け、教育委員

会議で図書館の在り方や方向性について協議し、現

在は新庁舎庁内検討委員会で協議しています。アン

ケートのご意見から、利用率向上のため閉館時間の

延長を検討しています。

問 庁舎の建て替えにより職場環境は勤務しやす

く改善されると思うが、業務の効率化等の取

組みや、窓口での住民対応についてはどう考えるか。

答 新庁舎建設を見据え、ペーパーレス化に向け

た準備を進めています。メリットとして文書

の保存性の向上や印刷コストの削減、セキュリティ

の向上などが挙げられます。住民対応の窓口はワン

ストップサービスを予定しており、１つの窓口に各

担当者が出向く形の運用により、全ての手続が１つ

の窓口で完了します。住民サービスの向上が期待で

きます。

問 庁舎周辺住民の方を対象とした地元説明会等、

意見集約の機会や、段階的な進捗説明等を行

う必要性を感じるが、村の考えは。

答 基本設計期間には開催する考えはなく、基本

設計完成後、令和６年度に全住民対象の説明

会を開催予定です。周辺住民からの意見集約の考え

はありませんが、周辺住民の方や村民の皆さまに対

しては丁寧に説明を行い、事業へのご理解をいただ

けるよう努めていきます。

問 手前勝手な都合で矛盾した答弁に呆れる。こ

の度、新庁舎の設計の進め方の見直し、及び

周辺住民等との事前調整や協議を求める住民の方々

から請願が提出されたが、村長の見解は。

答 村民からそのようなご指摘がありましたら、

議会で審査いただいた上で、採択されるとい

うことになれば真
し ん し

摯に受け止め、内容を精査し、対

応を決定していきたいと思います。

周辺住民に限定した意見の
集約は考えていません!

主な
答弁

生活環境への影響は

野口勝則野口勝則議員議員

住民への住民への
対応は対応は
いかに？いかに？

問 GIGAスクール構想導入の概要と、その財政

措置の内容は。

答 構想は「ＩＣＴ環境の整備」、「ソフトの充実」、

「指導体制の強化」の３本柱で構成され、公

正な個別最適化により、多様な子供たちの資質・能

力を一層確実に育成できる教育ＩＣＴ環境の実現が

目的です。令和２年からこれまでに機器やネット

ワーク整備等に要した総額2395万1977円に対し、

1538万3000円は補助金等が活用できました。

問 校内・校外においての通信ネットワーク環境

システムの費用について、説明を。

答 リース満了に伴い、来年度、学校教育系情報

システムネットワーク環境の更改を予定して

います。この更改に係る経費は、５年間のリースで

１年1758万6600円となり、この金額を令和６年

度当初予算で計上予定です。現在、デジタル田園都

市国家構想交付金 の活用を検討し、事前相談を

行っています。申請が可能となれば、令和６年度中

の補正予算で、システムネットワーク更改に係る経

費として7786万8020円を歳出に、デジタル田園

都市国家構想交付金として更改経費の半額にあたる

3893万4010円を歳入に計上する予定です。

問 各家庭による経済状況の格差への対応は。

答 令和２年度は新型コロナウイルス感染症対応

地方創生臨時交付金を活用してタブレット端

末を購入、インターネット環境のない家庭に46台

を貸出し、通信料についても、令和２年度から４年

度までは臨時交付金を活用して村が負担しました。

問 教育長に質問。今のWeb上にはフェイク

ニュースやフェイク動画などが真偽の分から

ない状態で放置されていて、考え方の誘導も見られ

る。子ども達にはファクトチェック の仕方を学

校でも教える必要があると考えるが。

答 大変重要な問題だと考えます。文部科学省・

埼玉県教育委員会・近隣自治体の取組などを

参考に、ファクトチェック導入を検討していきたい

と思います。

しっかり精査します
主な
答弁

GIGAスクール導入状況

鷹野　明鷹野　明議員議員

業者の言いなりでなく業者の言いなりでなく
   しっかりした設計と   しっかりした設計と
     予算の圧縮を！     予算の圧縮を！
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請
願
第
１
号　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
を
併
設
す
る
新
庁
舎
建
設
事
業
に

つ
い
て
、
現
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
利
用
者
（
団
体
）
や
周
辺
住
民

等
と
の
事
前
の
調
整
・
協
議
不
足
、
計
画
を
実
施
す
る
上
で
の
責
任
者

不
在
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
に
お
け
る
問
題
点
等
を
踏
ま
え
、
東
秩

父
村
の
取
組
み
方
を
含
め
た
早
急
な
見
直
し
の
要
求
に
関
す
る
請
願

請
願
の
趣
旨 

東
秩
父
村
が
現
在
進
め
て
い
る
新
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て
、
住

民
と
の
信
頼
関
係
を
考
慮
し
、
取
組
み
方
を
含
め
た
見
直
し
を
求
め
る
。

請
願
事
項 

（
抜
粋
・
要
約
）

・
東
秩
父
村
お
よ
び
役
場
新
庁
舎
建
設
事
務
局
は
、
建
設
発
注
者
と
し
て
の
責

務
を
果
た
し
、
設
計
業
者
の
案
の
み
に
す
り
寄
る
前
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

参
加
者
お
よ
び
東
秩
父
村
職
員
か
ら
集
め
た
意
見
に
つ
い
て
責
任
を
持
っ
て

精
査
・
検
討
し
、
意
見
を
述
べ
た
住
民
お
よ
び
職
員
が
納
得
で
き
る
内
容
で

の
業
者
へ
の
指
示
事
項
を
丁
寧
に
ま
と
め
、
そ
れ
を
業
者
に
伝
え
、
設
計
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
。

・
新
庁
舎
建
設
委
員
会
、
公
民
館
運
営
審
議
会
ほ
か
関
係
各
機
関
に
、
請
願
の

内
容
を
含
め
、
住
民
や
職
員
の
要
望
事
項
、
問
題
視
さ
れ
て
い
る
点
を
く
ま

な
く
伝
え
る
こ
と
。

・
事
業
の
進
捗
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
あ
り
き
で
は
な
く
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者

以
外
に
も
広
く
住
民
等
と
の
対
話
や
協
議
を
優
先
し
、
新
庁
舎
建
設
に
つ
い

て
意
見
を
求
め
る
こ
と
。

・
新
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て
、
責
任
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
、
計
画
の
見
直
し

を
検
討
す
る
こ
と
。　

な
ど

右
記
の
請
願
に
つ
い
て
、
総
務
産
業
常
任
委
員
会
に
審
査
が

付
託
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

請願・陳情の出し方

村ホームページの様式例

（Wordファイル/20KB）

を参考に作成してください。

「請願」と「陳情」ミニ議会議会議会議会 解説解説解説解説
住民の皆さんからの

要望を行政に反映させる

方法のひとつで、

住民の権利です

付 託

東秩父村HP　
議会事務局　

「請願と陳情」

【提出にあたって】

・請願(陳情)書には、件名・趣旨・請願(陳情)

事項を記載してください。

・提出年月日・請願(陳情)者の住所・連絡先を

記載し、署名または記名押印してください。

・請願書には必ず１名以上の紹介議員が必要で、

署名または記名押印してください。

・場所に関するものについては、案内図・略図・

現場写真などを添付してください。

・請願(陳情)書のサイズはA４版縦とし、東秩父

村議会事務局まで持参または郵送で提出してく

ださい。

・東秩父村役場[議会事務局]で、平日午前９時

から午後５時まで受け付けています。

・提出日に決まりはありませんが、議会運営委員

会前日までに提出されると、直近の定例会での

取扱いとなります。

 請願 請願は公的機関に対して要望を述べることで、憲法第

１６条で、「何
なんぴと

人も、損害の救済、公務員の罷免、法律、命令又

は規則の制定、廃止又は改正その他の事項に関し、平穏に請願

する権利を有し、何
なんぴと

人も、かかる請願をしたためにいかなる差

別待遇も受けない。」と規定されています。紹介議員(最低１人)

を必要としますが、東秩父村では現在のところ、紹介議員は正

副議長以外が望ましいとされています。

　村政などに意見を述べる方法として直接村議会に請願を提出

することができ、提出された請願書は、通常、所管の常任委員

会または議会運営委員会に付託され、そこで審査されます。そ

の後、本会議での報告・質疑・討論等を経て採択・不採択を決

定します。採択した請願について議会が必要と認めた場合は、

村の執行機関などに処理の経過と結果の報告を請求します。

　願意の実現に法律上の保障規定はありませんが、「請願の採

択」とは議会が請願内容に賛成であるという意志表示であり、

採択した以上、議会はその実現に向けて最善の努力をすべき政

治的・道義的責任を負うことになります。

 陳 情 陳情は、議員の紹介なしで提出できます。地方自治法

上には議会が陳情を受理することに関する直接の規定がないた

め、陳情の扱いについての考え方は議会ごとに異なります。意

見書提出を求める陳情で採択したものは、議会として意見書

を議決し、国または関係行政機関に提出します。
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次
の
ペ
ー
ジ
は 

ア
ン
ケ
ー
ト
企
画
／
中
学
生
議
会
／
議
長
の
歳
時
雑
感 

な
ど

12月

6日

請
願
審
査
①　

請
願
書
お
よ
び
付
属
資
料

に
つ
い
て

 

主
な
意
見 

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
と
し
て
、
請
願
の
内
容
に
同
意
。

・
庁
舎
の
配
置
に
は
疑
問
を
感
じ
て
お
り
、
こ
れ
は
見
直

し
て
ほ
し
い
。

・
１
０
０
％
は
無
理
で
も
、
住
民
・
職
員
が
納
得
す
る
よ

う
な
プ
ロ
セ
ス
は
必
要
。

12月

7日

請
願
審
査
②　

担
当
課
等
か
ら
提
出
さ
れ

た
資
料
に
つ
い
て

　

資
料
が
多
い
た
め
各
々
で
読
み
込
み
、
13
日
に
あ
ら
た

め
て
の
審
査
と
し
ま
し
た
。

12月

13日

請
願
審
査
③　

願
意
の
説
明
等

　

請
願
の
表
題
・
趣
旨
・
請
願
事
項
に
つ
い
て
、
請
願
者

か
ら
提
出
さ
れ
た
書
面
を
元
に
紹
介
議
員
が
他
の
委
員
に

詳
細
説
明
。
質
疑
・
確
認
の
の
ち
協
議
。

 

主
な
意
見 

・
建
設
委
員
会
と
庁
内
検
討
委
員
会
の
内
容
も
見
た
が
、

住
民
等
か
ら
の
意
見
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
部
分
は

な
い
。
請
願
者
の
言
う
と
お
り
、
事
業
の
進
め
方
に
不

備
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
。

・
新
庁
舎
に
つ
い
て
、
村
が
要
求
事
項
を
ま
と
め
ず
設
計

業
者
任
せ
で
進
め
て
い
る
の
が
問
題
。
担
当
課
が
﹁
報

告
﹂
＝
﹁
承
認
さ
れ
た
﹂
と
捉
え
る
の
も
問
題
。

・
一
番
の
問
題
は
、
住
民
・
村
・
設
計
者
の
対
話
が
十
分

に
で
き
て
い
な
い
こ
と
。

12月

19日

請
願
審
査
④　

取
扱
い
の
決
定

〇

委
員
外
委
員
か
ら
の
意
見
聴
取
等

〇

総
務
産
業
常
任
委
員
に
よ
る
協
議
・
表
決

　
　
　
　
　
　
　
　

 

↓ 

全
会
一
致
で
﹁
採
択
﹂
に
決
定

12月

21日

本
会
議
に
て
委
員
会
審
査
報
告

審
査
結
果 

請
願
第
１
号
は
採
択
す
べ
き
と
決
定
。
願
意

妥
当
と
認
め
た
た
め
、
願
意
実
現
に
努
め
る
よ
う
村
当
局

へ
の
請
願
書
送
付
、
請
願
の
処
理
の
経
過
及
び
結
果
に
つ

い
て
報
告
さ
れ
た
い
。

質
疑
応
答 

問

参
加
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
お
い
て
、
設
計
業
者
か
ら
問
題
発
言
が
あ
っ
た
と
い
う

が
、
そ
の
証
拠
等
の
録
音
は
あ
る
の
か
。

答

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
公
的
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
議

事
録
や
音
声
記
録
は
あ
る
と
考
え
る
。
担
当
課
に
求
め
て

く
だ
さ
い
。

■  

発
言
が
事
実
で
あ
れ
ば
、
業
者
に
対
し
厳
重
抗
議
し
た

い
と
考
え
る
。

 

反
対
討
論   

高
野
貞
宜
議
員

　

反
対
の
理
由
は
、﹁
計
画
を
実
施
す
る
上
で
の
責
任
者

不
在
﹂
と
い
う
言
葉
が
理
解
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
先

日
の
総
務
産
業
常
任
委
員
会
で
の
質
疑
で
、
紹
介
議
員
か

ら
﹁
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
村
長
は
い
た
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
取
っ
て
お
ら
ず
、
参
加
者
の
意
見
を
真
摯
に
聞
く
姿

勢
で
も
な
か
っ
た
の
で
、
請
願
者
は
責
任
者
不
在
と
い
う

印
象
を
受
け
た
﹂
と
説
明
さ
れ
た
が
、﹁
村
長
の
機
能
不
全
﹂

と
い
う
表
現
な
ら
ま
だ
し
も
、
新
庁
舎
建
設
事
業
に
お
い

て
は
建
設
委
員
会
に
関
わ
る
２
名
の
議
会
議
員
も
そ
の
責

任
の
一
端
を
負
う
も
の
で
、
我
々
に
対
し
て
も
大
変
に
失

礼
で
あ
る
。
名
誉
や
信
用
の
棄
損
に
つ
い
て
誰
が
責
任
を

取
る
の
か
、
請
願
者
や
署
名
者
に
う
か
が
い
た
い
。
事
業

に
一
切
の
滞
り
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
、
請
願
の

採
択
に
は
反
対
と
す
る
。

 

賛
成
討
論   

栗
島
廣
行
議
員

　

﹁
責
任
者
不
在
﹂
と
い
う
言
葉
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る

よ
う
だ
が
、
村
長
が
村
長
と
し
て
の
仕
事
を
十
分
に
発
揮

し
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
こ
う
い
う
文
学
的
表
現
を
用

い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
た
め
、
特
に
問
題
は
な
い
と
考

え
る
。
全
般
的
に
見
て
請
願
の
提
出
と
い
う
の
は
並
大
抵

の
こ
と
で
は
な
く
、
請
願
者
に
対
し
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

私
が
議
員
に
な
っ
た
と
き
に
は
新
庁
舎
建
設
は
既
に
決
定

事
項
と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
事
業
に
つ
い
て

特
に
発
言
し
て
き
て
い
な
い
が
、
今
後
の
事
業
の
推
移
は

自
分
な
り
に
し
っ
か
り
と
見
守
り
、
ど
う
し
て
も
、
と
い

う
時
に
は
発
言
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
請
願
者
の
書
面

や
、
他
か
ら
聞
こ
え
る
話
を
総
合
的
に
考
え
る
と
、
こ
の

請
願
は
妥
当
な
も
の
と
強
い
印
象
で
受
け
止
め
、
採
択
す

べ
き
と
決
意
し
た
。

　

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果
、
請
願
は
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
請
願
法
で
は
、
首
長
や
行
政
機
関
は
適

法
な
請
願
を
受
理
し
、
誠
実
に
処
理
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
罰
則
規
定
は
あ

り
ま
せ
ん
。
村
は
、
請
願
事
項
の
す
べ
て
に
は
対

応
し
ま
せ
ん
が
、
周
辺
住
民
へ
の
説
明
会
は
行
う

と
の
こ
と
で
す
。

新
庁
舎
建
設
に
関
す
る
請
願
を
審
査

総務産業常任委員会
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Q

Q

Q

Q

Q

村執行部が「がんばっている」
というのであれば、議会は全て
の村長提出議案を可決するべき
である。

議員は執行部の過失を
指摘してはならない。

「村政を推進させるため」「行政の停滞
を避けるため」であれば、議会は執行
部の判断や計画を優先するべきである。

議員は行政の専門家ではない
から、村執行部の説明を信じ、
優先し、任せるべきである。

議会の役割は執行部
の「監視」などである。

議会と村（執行部）の関係、どう捉
とら

えてる？

議会とは　『議員必携』第11次改訂新版 P.11より抜粋

　地方公共団体の長は、議会の議決を経た上で諸々

の事務を執行することとされ、独断専行を許さない

建前がとられている。それは、同時に議会の地位の

重要性を示すものであり、議会がいかに住民の福祉

を考え、住民の立場に立って判断しなければならな

いかを教えている。

　議会の使命は二つ挙げられる。

　その第一は、地方公共団体の具体的政策を最終的

に決定することである。

　その第二は、議会が決定した政策を中心に行う執

行機関の運営や事務処理ないし事業の実施が、すべ

て適法・適正に、しかも、公平・効率的に、そして民

主的になされているかどうかを批判し監視することで

ある。

　この批判と監視は、非難でもなければ批評や論評

でもなく、あくまでも住民全体の立場に立ってなされ

る文字どおり正しい意味での批判であり、また、住民

の立場に立っての監視であるべきである。

ミニ議会議会議会議会 解説解説解説解説

アンケート企画

　行政の両輪に例えられることも多い議会と執行部。その中で議会の在り方をどう考えているのか、

議員8名、執行部からは三役（※）と９名の管理職に聞きました！

　※執行部では４名が回答なし。議員では「『はい』『いいえ』で答えられない」「試されているようでいやだ」　　

等の理由で３名が回答なし、となっています。

はい いいえ 回答なし

議　員 0 5 3

執行部 1 7 4

はい いいえ 回答なし

議　員 0 5 3

執行部 ０ 8 4

はい いいえ 回答なし

議　員 0 5 3

執行部 1 7 4

はい いいえ 回答なし

議　員 5 0 3

執行部 6 2 4

はい いいえ 回答なし

議　員 0 5 3

執行部 2 6 4

（※）三役…村長・副村長・教育長



議長 百瀬 浩子

—

嵐
山
町
鬼き

鎮ぢ
ん

神
社
の
か
け
声
に 

  

思
う
こ
と —

　

節
分
の
夜
、
誰
し
も
一
度
は
大
き
な
声

を
あ
げ
な
が
ら
炒
っ
た
大
豆
を
ま
い
た

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
子
供
の
頃

は
唯
々
単
純
に
﹁
鬼
と
い
う
悪
者
を
追

い
出
し
て
、
福
の
神
様
を
家
に
招
き
入

れ
る
も
の
﹂
と
解
釈
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
学
生
に
な
り
、
古
典
の
授

業
で
﹁
追つ

い

儺な

の
儀
式
﹂
に
つ
い
て
学
ん

で
か
ら
は
、
鬼
役
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た

人
た
ち
の
痛
み
や
哀
切
に
つ
い
て
も
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
鬼
に
見
立

て
る
た
め
に
、
異
形
の
面
や
独
特
な
衣

装
を
ま
と
う
人
。
外
見
を
ど
う
創
り
上

げ
て
も
そ
の
中
身
は
生
身
の
人
間
な
の

で
す
。
情
け
容
赦
な
く
痛
め
つ
け
る
人
。

痛
み
に
耐
え
恐
々
と
逃
げ
惑
う
鬼
役
の

人
。
ど
ち
ら
が
鬼
な
の
か
わ
か
ら
な
く

な
り
ま
す
。

　

﹁
鬼
か
人
か
﹂
で
は
な
く
鬼
の
よ
う

な
感
情
は
、
心
の
内
側
に
抑
制
さ
せ
る

か
の
よ
う
な
冒
頭
の
か
け
声
に
救
わ
れ

た
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
邪
気
を
祓
っ

て
生
き
て
い
け
た
ら
幸
せ
に
思
い
ま
す
。

「
鬼
は
〜
内
！

　
福
は
〜
内
！　

　

 

悪
魔
〜
外
！
」
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問 東秩父村が題材の映画「若者は山里をめざす」

を、全国で上映・放映していくなどの予定は。

答  現在、製作委員会の方々が自主的に全国各地

で上映会を開催してくださっています。村と

しても、積極的な連携・協力のために関係者

と協議・検討していきます。

問 子育てに不便な点があり、村外へ移住する家

庭もあるようです。村の子育て支援は。

答  子育て支援センター・城山保育園・和紙の子

児童クラブ等の保育施設、乳幼児全戸訪問・

乳幼児健康診査等の医療・健康ケア、出産祝

い金制度・子ども医療費支給制度等の経済的

支援があります。

問 東秩父村は高齢者が多く、移動が大変な方も

います。農産物直売所以外に、スーパーマー

ケット等を建てる予定は。

答  スーパーマーケット等の誘致の予定はありま

せんが、村内での開業・起業を目指す方々の

ため、商工会などと連携し、地域の活性化に

努めていきたいと考えています。

問 村の人口は減少傾向ですが、「住みたい」人

のための取組みや、人口増加に向けた対策は。

答  高齢化が進む中での緊急通報システムや介護

予防教室の開催、子育て世帯への支援及び教

育環境の整備、移住体験施設の整備や移住時

の空き家リフォーム補助金などがあります。

問 彼岸花や桜、花桃など、村の花を生かしたイ

ベントは。または、イベントなどの考えは。

答  「ポピーまつり」は、皆野町・秩父高原牧場

と協力して開催しています。「花桃まつり」「桜

まつり」「曼殊沙華まつり」については、村

は地元住民団体をサポートする形で関わり、

花の名所を維持していきたいと考えています。

問 夜間のバイク・自動車等の騒音問題について、

何か対策していることは。

答  以前、県と連携して走行・転回しづらい路面

にした箇所があります。騒音被害については、

直接110番連絡していただくと、状況次第で

取り締まれる可能性があるそうです。

問 奥沢で行われている道路工事はいつ頃終わり

ますか。またこの他に道路工事の予定は。

答  令和６年９月13日までの予定です。片側交

互通行を予定しているものに、村道１-１号

線、安戸地内と御堂地内での橋の工事があり

ます。大内沢の村道２-11号線は来年度中に

通行止めを伴う工事を施工予定です。

問 東秩父村の姉妹都市であるフランスのアン

ベール市、アメリカのスターリング市との連

携活動の予定は。

答  今のところは予定がありませんが、本村にお

ける貴重な姉妹都市であり、今後も友好的な

関係を維持していきたいと考えています。

「公民」の授業で参政権などを学んだ８名の中学生議員が、村のことを一般質問！

第８回

中学生
議会

中学生は

ここが聞きたい
（開催：12月19日）

次
の
ペ
ー
ジ
は 

「
み
ん
な
の
声
」
朝
日
根
八
幡
神
社
獅
子
舞
保
存
会
の
皆
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
！　

議
長
議
長
のの

歳歳さ
い
さ
い

時時じじ

雑雑ざ
っ
か
ん

ざ
っ
か
ん感感
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委　員　長　渡邉　均
副委員長　栗島廣行

委　　員

鷹野　明・百瀬浩子・野口勝則
田中秀雄・高野貞宜・松澤公一

編・集・後・記

　 令和５年を振り返れば
喜 WBC・メジャーリーグでの大谷

翔平の活躍。10年契約、1015億で

ドジャースへ！

怒 特殊犯罪・凶悪強奪事件の頻発！

哀 止まぬ戦争。ウクライナ、パレス

チナ・イスラエル…国内はガソリン、

電気代、何でも物価高！

楽  …楽しかったこと？

　　　今年は一体どんな年に…。

今はただ、平穏・安寧を祈るのみ。

 議会だより編集委員会

朝日根八幡神社獅子舞

12月定例会の傍聴者数はのべ３人でした傍聴に
 行こう！

 次回定例会は

３月5日  （火） 　

 10時開会予定です

村指定無形民俗文化財「村指定無形民俗文化財「朝朝
あさあさ

日日
ひ ねひ ね

根根の獅子舞」をの獅子舞」を

継承する皆谷のみなさんに聞きました。継承する皆谷のみなさんに聞きました。

	 	 　　		（取材日：11月15日）		 	 　　		（取材日：11月15日）	

24

吉
よし

田
だ

 泰
やすあき

明さん

文政３年(1820)の頃、疫病が流行し、地区の藤造とい

う人が氏神の八幡神社に病気平癒を祈願し、獅子舞の奉納を約した

ことに始まると伝えられています。藤造は嵐山町の鎌形から舞の達人を招いて

舞を習得したことから、鎌形流の簓
ささら

として受け継がれています。

　　獅子は雄の大頭と中獅子、雌の女獅子の３頭です。花笠（ササラ摺り）は女児が２人

ずつ舞場に出るものですが、成人男子が代役をつとめることもあります。また獅子の邪魔

にならないように振りの指南をする道化役がいたり、子ども獅子もありますが、子供の数

が減ってしまい、後継者不足を感じています。

　演目は12庭
しば

あり、短いものは10分足

らず、長いものは１時間近くになります。

非常に威勢がよく、激しい舞が多いこと

から「朝日根の暴れ獅子」と言われます。

「とび上がり」は、３頭の獅子が社殿下の

舞場から代わる代わる石段を猛スピード

で駆け上がり、社殿の鈴を鳴らして戻っ

てくるという庭
しば

で、それを目当てに来ら

れる観客やカメラマンもいるかと思いま

す。他の庭
しば

にも石段を駆け上がって鈴

を鳴らす場面があります。また、「白
しら

刃
は

」

は時間も長く、雄獅子同士が

刀を咥
くわ

えて舞いながら斬り

結び、大変迫力があって

見応え十分です。

　昭和38年頃から約10年、獅子舞が途絶えた時期がありました。そ

れを地区の有志が復活させ、以来、新型コロナの流行で中止になるまで

ずっと続けてきました。本来であれば令和５年の秋には再開させたかっ

たのですが、練習場所にしていた皆谷児童館が５年度中に解体されると

のことで、使用できなくなりました。今後の練習場所だけでなく、後継

者不足、道具や衣装の修繕・管理、祭礼にかかる費用など、課題はたく

さんあります。

　その中で、村指定の民俗文化財ということで１年ごとに２万円までの補

助金が出るわけですが、これが「使った分を申請されれば支払う」方式で、

大変使いづらい。１年の中で使い切り、と決まっており、また使い道に

も制約があって、バチを買ったり半纏を買ったりと細かいことにしか使

えません。次の年以降に持ち越しができれば、計画的に

貯めることもできて、幅広く使えるのでありがたい

のですが、村は行政の立場から、文化財として

保護・支援してくれるつもりが本当にある

のでしょうか。

今号は今号は

朝日根八幡神社朝日根八幡神社

獅子舞保存会獅子舞保存会

 旭
あさひ

 温
あ つ お

生さん

朝日根の暴れ獅子朝日根の暴れ獅子 今までとこれからと今までとこれからと

梅
うめざわ

澤 敬
の り お

生さん

 旭
あさひ

 祥
よ し お

男さん

第
24
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発
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由来など由来など


